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�労働条件の不利益変更について�
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��� ︓労働者（介護職・正規職員・通所部門）
被申請者︓使⽤者（介護⽼⼈保健施設）
通所部門の休⽇︓⼟曜⽇、⽇曜⽇、��、年末年始
�����	
���。休⽇数は、年間約�����
⼊所部門の休⽇︓⼟曜⽇、⽇曜⽇、年末年始
�休⽇数は、年間約�����
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・令和○年○⽉、被申請者より、部門間での勤務条件
の不均衡を是正することを理由に、�������
�������� �!"#$%&'()*+��
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・申請者は、この通知について異議を申し出たが、0
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の休⽇数の均衡を図ることを理由に通
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な労働条件の不利益変更であり、撤回
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・数年かけて年間祝⽇数を段
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・双⽅には歩み寄りの姿勢が⾒られることから、-./01
2�34&56/%)�$%789:���;<=	>"
て⼗分な事前説明や協議を⾏うこと&����;?(%!
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年間は現在の⽇数を保障し
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�３年かけて休⽇数を段階的
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・申請者が労働条件の不利益変更であるにもかかわらず譲歩
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・被申請者が、再度申請者と直接話し合って調整を⾏いたい
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�EFY 休⽇数を最終的に０⽇とし、３年かけて段階的に
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ながら調整を⾏い、あっせん案を提⽰したところ、双⽅が
これを受諾し、本件は解決した�
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ただし、同⽇から数年間は、廃⽌した祝⽇代休について、
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� 略
� 今後、被申請者が申請者の労働条件を変更しようとする
ときは、申請者に対して⼗分な事前協議及び事前説明を⾏
うこととし、あわせて申請者の福祉制度の向上についても
� !"	
�



��������	
������ ��� ����

��

���

A[\]^_`	:B�abLcd �H�(Ce�
・今回の事例では、双⽅に歩み寄りの姿勢が⾒られた
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�賃上げ、⼀時⾦の⽀給について�
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��� ︓○○労働組合
被申請者︓○○会社
・賃上げと⼀時⾦について、何度も団体交渉を⾏って
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頭で売上額を伝えられるのみで、資料を提⽰する等
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①賃上げ・夏季⼀時⾦の⽀給
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・度重なる団体交渉で組合員の⽣活⽔準
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・コロナ禍により業績の落ち込みが激し
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�全従業員に対して⼀律の⼀時⾦
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�解決に向けて⼀時⾦を⽀給する
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�	����⼀時⾦の⽀給について検討する������
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・次回あっせん期⽇までに被申請者から申請者に適切な資料
に基づいて⼗分な説明を⾏い、双⽅において誠意を持って
34��⾃主的解決への努⼒を尽くすよう促した2
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を⾏ったが、被申請者からコロ
ナ禍を理由として⼀時⾦を⽀払
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・社⻑から全従業員に対する説明
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U�"!)⼀時⾦は⽀払えない
が、社⻑から全従業員への説明
については、回数を分けて⾏い
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・被申請者に対し、社⻑から全従業員に直接説明する機会を
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・⼀時⾦について、h;<=�
⽀払う意思があるなら⾦額は問
i
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・⼀時⾦について、再度検討した
ものの、取引銀⾏との関係から
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⽴ち会いのもとで話し合いを⾏った。
・⼀時⾦について、被申請者はゼロ回答であったため、再度
\]�12

�⼀時⾦⽀払いの有無による２つのあっせん案を提⽰し、
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・被申請者に対する不信感などか
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たが、被申請者が、解決⾦の⽀
払いを了解したこと等の事情を
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程度受け⼊れることが紛争解決
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~�解決⾦を⽀払う
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)
○年度分については解決⾦以外
の⾦銭を要求しないことを記載
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・双⽅から内容を聴取しながら調整を⾏い、あっせん案を
提⽰したところ、双⽅がこれを受諾し、本件は解決した。
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� 本件争議の解決⾦として、被申請者は、全組合員に対して⾦
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を受け、会社の状況を理解したことを確認し、○年度について
は、１項に掲げる解決⾦以外に昇給、賞与その他の⼀時⾦の⽀
(�)*%!。また、被申請者は労働者の状況について理解し
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・今回の事例は、当初、打切りもやむを得ない状況で
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し、ねばり強く説得、調整を⾏った結果、最終的に
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不当労働⾏為事件

�

��������	
������ ��� ����

�����
����は勤務態度が不良であるとして解雇された。
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会社と団体交渉を⾏ったが、その場には決定権のある者

4/.'�)*�（不誠実団交）
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事務の効率化に
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・命令書が出るまでの間にも電話、
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奈良県労働委員会が目指すのは和解による解決
��� 奈良県労働委員会の取組み「奈良県労働委員会が目指すもの①」
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不当労働事件の解決状況
令和元年以降に奈良県で起きた不当労働⾏為事件
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 UU⽇程度かかっている。
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奈良県労働委員会から皆様へ
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（できる限りの資料の提⽰を忘れずに）
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